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（東女医大三二30巻第9号：頁：1729－1757昭禾035年9月）

歯牙編蝕罹患状態の年令的推移に関する考察
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（受付昭和35年7月26目）

         1 緒   言

 わが国における騙蝕歯の衛生統計学的な研究は大正年

代にはじまり，学童，産業人，軍人等の集団を対象とし

て広範な業績が見られるが，岬町歯の消長を時間的に迫

求しアこ様な研究は比較的少ない。このような研究にあた

っては同一の患者について長年月の間騙蝕歯の消長を観

察して行く方法と，各年代にわたる大数例の患者につき

騙蝕の実態を詳細に記録し，これを種々検討して結論を

得る方法とがあって，前者の方法については，原沢7J＞，

佐藤11），高桑18），河合5）らの研究が見られるが，実際

の観察にあたって長年月の資料を得ることが困難であ

り，2～数年問の推移を掴み得るのがやっとの状況であ

る。後者の方法については比較的多くの業績が見られ，

とくに学童検診を資料としたものが目立っているが，成

人については島15），矢野ら25），咲間1。），下条14），志村

15），山田22），高桑17）らの業績が見られる。しかし，こ

れらの研究も永久歯留出期から老令にいたる全期間を通

じたようなものはほとんど見られず，とくに個々の各歯

憩こついて驕蝕の年令的消長を論じたようなものは全く

見られず，この点に関する解明は口腔衛生学，歯科保存

学のみならず老人医学の発展にも寄与するところが大で

あろうと考える次第である。

        H 研究資料

 本研究の資料は，東京都内の診療所十三ヵ所を選び，

昭和25年より33年｝こいたる外来患者申より，11～80才

の患者を各年令，各性別毎に30名ずつ無差別に抽出し

て得た4200名であって，さきに東京女子医科大学口腔

外科学教室の山崎2ユ）が発表した研究において使用した

対象と同じものについて，別の角度から観察して記録を

とり，検：討を行なった。本資料は全く一般開業診療所を

対象としており，従来の統計的研究が，学童，工場従業

員，軍人等の特殊集団，あるいは大病院の偏在した患者

を資料としているのに比し，社会人一般の実態を知るの

lC一一層有利であろうと思われる。

        皿 研究方法

 研究にあたっては，資料を11才より5年忌に分割し

て，各性別毎に1年令階級を150名として観察を行なっ

た。なお，各歯種の繭出時期が異なることを考慮し，中

切歯，側切歯，第1大臼歯は11才以上について，犬歯，

第1小臼歯，第2小臼歯，第2大日函は16才以上につい

て，智頗は26オ以上の資料について検討を行なった。こ

れは岡本9），高桑1了）らにより，この時期までに各歯牙が

歯固を完了しているものとみなされることによったもの

である。

 資料の処理にあたっては次のような統計的数値を使用

した。

 1）各歯牙の各年令階級における隔蝕罹患者率の算出

      100A
   PA ＝ 一
       n

    但し，P．．……各函牙の各年令階級における翻

          蝕罹患者率

       A………各函牙の各年令階級における未

          処置二三歯数＋処置歯数（三三

          金属冠継続歯を含む）

       n………1年令階緻の被検者数

 2）各歯牙の各年令階級における未処置者率の算出

   PB ＝一塑旦
       n

    但し，PB……各歯牙の年令階級における未処

          置者率

      B………各歯牙の各年令階級における未

          処置騙蝕歯数

 3）各歯牙の各年令階級における現在歯率の算出（こ

の場合は，現在この歯牙を保有する者の率）

Kazuo YAMAZAKI （Laboratory of Tokyo Dental Society） ： A research for the development of

dental caries in the each half decades．
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   Pc＿璽9⊆
       n

    但し，Pc……条歯牙の各年郁皆級における現

          在歯面

      C…・”…各頗牙の各年令階級における硯

          歯数

 4）各歯牙の各年令階級における騙十三患者率，未処

置三内，現在tt率の標準誤差の算出24）

   s・・E・・一，犀璽二旦L

   但し，S・EP……PA， PB， PCの標準誤差

5）各断の特定年令平繍こおける一三患歯率の算

出

   p． ，． 19P一 D

      N

               表1

幸違壼塾．＿タ．側

   但し，P・…・・各歯牙の特定年令階級の鶴蝕罹

          患歯率

      D………各歯牙の特定年令階級の未処置

          不一歯数＋処置歯数

      N………各歯牙の特定年令階級の現在歯

          数

 6）各魍牙の特定年令階数における未処置歯率の算出

（この場合は現在歯数に対する未処置菌率）

  PE＝」」99旦
      N

   但し，PE……各歯牙の特定年令階級の未処置

          三三

      E………各歯牙の特定年令階級の未処置

          騙蝕歯数
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表2 各歯牙の年令階級別驕蝕躍患者数（女）
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        IV 成   績

 卑屈牙の各年令階級における鯖蝕罹患者数，未処置者

数，現在歯数を示せば，表1，3，5（男），表2，4，

6（女）に表示する通りである。・

 各歯牙の各年令階級における蠕蝕罹患者率，未処置者

率，現在歯率ならびにその標準誤差を示せば，表7，9

114男），表8，10，12（女）に表示する通りである。

 以上のような各歯牙の翻蝕罹患回外，朱処置者率，現

在歯率の年令的推移を図示すれば，図1～8に示す通り

である。この場合未処置工率曲線と三三罹患者率曲線と

の差は処置歯を意味し，現在歯率曲線と面一罹患者率曲

線との差は健全歯（非鶴蝕罹患歯の意）を意味する。

        V 成績の緯括

 1。 中切歯について

 上：勇性では当日直後より徐々に鵜三面患者率（以後

罹患者率とす）が高まり36～40才で9．3％に達し，以後

は次第に下降して51～55オで最低値を示し，再び上昇

して66～75才で10．7％に達し，双峰型を示す。71～75

才では現在歯率が20％に低下しているため，騙蝕罹患

歯率（以後罹患歯卑とす）は53．3％，未処置歯率は46．7

％｝こ達する．。また，31～50才の問は比較的よく治療が行

なわれているが，青年期と老年期は治療状態が不良であ

る。

 女性においても，繭出直後より徐々に罹患者率が高ま

り，31，・V35才で21、3％の最高値を示し，以後やや低下

するが61～65才で再び18．7％に達し，双峰型を示す。

罹患歯率は66～70才で最高となり45．8％，未処置歯率

は37．5％となる。また，55才頃までは罹患率が高いに
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表3 各歯牙の年令階級劉未処置者数（男）
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もかかわらず未処置者率は低く，非常によく治療の行な

われていることを知り得るが，56才以上になると未処置

歯が急増し，治療状態が不良となってくるのが分る。

 男女を比較した場含，女性の方がはるかに罹患者率

は高いが，30オ以前における治療は男性よりよく行なわ

れている。両者の共通点は，50才頃までは治療がよく実

施されているが，老令期になると未処置歯が増加してく

ることである。

 匡：男性では繭出直後より罹患者率が高くなりはじ

め，．3真～聞才で10．7％に達し，51・U55才で最低値，61

～65才で再び10．7％に達し，双峰型を示す。最高罹患

歯率は61 ・y 65才の29．6％，最高未処置歯率は同令の

22．2％であり，．男性⊥1に比して著しく低い。治療は31…i

50才位の間はよく実施されているが，30才以前，50才以

後は余り行なわれていない。

 女性も萌出直後より罹患者率が高くなりはじめ，’ 41・V

45才で16％に達し，以後やや低下し，61～65才で再び

17．3％に達し，．双峰型を示す。最高罹息歯率は76・N 80

才の50％，最：高未処置歯率は同令の50％で全く治療が

行なわれていない。治療は21～55才の間はよく行なわ

れているが・20才以前と老令期には行なわれていない・

 男女を比較した場合，・罹患者率は女性の方が高いが，

中年期における治療は女性の方がよ．く実施されている。

20才以前と55才以後における治療状態は両者ともに不

良である。

 TI：男陛では中年期まで罹患者率が非常に低く・50才
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計1・…1

頃から少しずつ上昇して71～75才で，やっと9．3％に

達する。最高罹患歯率は71～75才の29．2％，最高未処

置歯質は司令の20．8％である。全般に罹患歯率は低い

が治療は余りよく行なわれていない。

 女性では青年期は罹患者率が低く，40才頃より次第に

高くなり，61～70才で9．3％に達する。最高罹患歯率は

76～80才の25％，最高未処置歯率は16．6％である。

 罹患者率は女性の方が若くから上昇するが，治療状態

は男性より良好である。

 江：男性では罹患者率の一ヒ昇状態が■によく似てお

り，66／－v70才で8％に達する。最高罹患歯率は71～75

才の21．7％，の最高未処置四丁は66～70才の13．2％

である。治療は全般を通じてあまりよく行なわれていな

い。

 女性においても，Tlと非常によく似た罹患者率の消

長を示し，51～55才で9．3％に達する。最高罹患塵率

は71・一75才の26．9％，最高未処置歯率は66～70才の

13．5％である。

 罹患者率は女性の方が高いが，治療は女性の方がよく

行なわれている。

 中切塵全体を見k場合，罹患者率の消長は左右側は非

常に近似しており大差を認めない。上下顎では上顎の方

が若年期から罹患者率が上昇して双峰型を示し，かつ高

率なのに比し，下顎は中年以降から上昇して単二型を示

し，かっ低率である。男女の比較では何れの場合も女性

の方が罹患者率が高く，治療は女性の方がよく実施きれ

ていた。罹患歯率，未処置歯率の分布から見て増令に従

って輻蝕は増加している。

 2． 側切歯について

 ．2．：男性では21～25才頃より罹患者率が次第に高く

m17diOoom
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｛計1・…i

なり，36～40才で9．3％，以後は下降して51～60才で

最低値，61～75才で再び12％に一ヒ昇し，双峰型を示す。

最高罹患歯率は71N75才の60％，最高未処置歯率は同

令の40％である。30～50才の中年期にはよく治療が実

施きれているが，若年期と老令期は治療状態不良であ

る。

 女性では繭出直後より徐々に罹患者率が高まり，31～

35才で13．3％に達し，以後は多少上下しつつ，同じ状

態を維持し，16～70才で16％に達し，その後は下降す

る。最高罹患歯率は71～75才の50％，最高未処置歯率

は同令の50％である。治療は20～60才位ではよく実施

されているが，20才前と60才以後は余り行われていな

い。

 男女を比較した場合，女性は罹患者率が若年期から上

昇し，かつ，中年期にも下降を見せず，勇性よりはるか

に高率である。治療は両者共に中年期にはよく実施され

ているが，繭出直後と老年期には行なわれていない。

 iz：男性では雨出直後より罹患者率が徐々に上昇し，

41～50才で8％，以後やや下降するが，61～65才で再び

14．7％に達し，双峰＝型を添す。最：高罹患歯率は71 ・V 75

才の47．1％，最高未処置率は同令の41．2％である。治

療は中年期の一部を除いてあまりよく行なわていない。

 女性では16～20才頃より罹患者率が高くなりはじめ，

41～45才で13． 3 ％，以後下降するが，61～65才で再び

21． 3％に上昇し，双峰型を示す。最高罹患歯率は76～

80才の63．6％，最：高未処置歯率は71～75才の58．3％

である。治療は60才まではよく行なわれているが，老

年期はあまり行なわれていない。

 男女を比較した場合，女性の方が罹患者率は高いが，

治療はよく実施されている。両者とも老年期の治療状態
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不良である。

牙．1：男性では中年期まで罹患打率が極めて低く，46～

0才頃より徐々に上昇して，71～75才で10．7％に達す

。最高罹患歯率は71～75才の28．60％，最高未処置税

は76～80才の19．2％である。治療状態は全般的によ

ない。

女性では萌出直後より極めて緩徐に罹患者率が高くな

，76～80オで13，3％になる。最高罹患歯率は76～80

の47．6％，最高未処置引率は同工の38．1％である。

男女の比較では，罹患者率は女性の方が高いが，治療

全般に女性の方がよく行なわれている。

…2：男性では初老期まで罹患寸寸低く，56～60才頃

り高くなりはじめ，76～80才で12％に達する。最高

患歯率は76～80才の30％，最高未処置函率は同令の

3． 3％である。治療状態は全般的に極めて不良である。

女性では41～45才頃より罹患者率が高くなりはじめ，

1～65才で12％に達する。最高罹患塵率は76～80才

33，3％，最高未処置歯率は同令の29．2％である。治

状態は壮年期，中年期の一部を除いてあまりよくな

。

男女の比較では，罹患者率は女性の方が多少早くから

昇し，かっ，高率であるが，治療状態は女性の方がや

良好である。

側切歯全般を眺めた場合，罹患引率の消長は大略左右

近似しているが，女’ts Z－iの場合のみ中年期の下降を

さないのが例外である。上下顎では，上顎の方が若年

より罹患者率が上昇するため双峰型を示すのに対し，

顎は中年期まで罹患者率が低く，老年期にのみピーク

現われるので単峰型となり，かつ低率である。男女の

較では，何れの場合も女性の方が罹患者率は高いが，

1735一
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2．7士1．323

2．7士1．323

1．3士0．925

  8

右

16．7圭2．041

2．7土1．323

2． 7±1． 323

8．0士2．215、

6． 7±2． 041

5． 3±1． 829

4．0士1．6

2．7，F1．323

4．0土1．6

表7

側  罹  患  者  率

1：註1：蜘。 。，。。323

，41 ［El b6gR． ，to． g2sl 2． 7±i． 323

各歯牙の年令階

（および標準誤差）

8．〇ニヒ2．215113．3±2．773
     1
6．7士2．041

6。7土2．041

．手・3±Ol『3『L含1望劃．照キ3：賜即主31『53

   71 61 sl 4

14．7±2．908 1．3土0．925 0

10．7土2．52415，3土1．82912．7土1．323
      
9．3±2．’37116．7±2．041 5．3±1，829

10．7土2．524 8，0士2．215 9．3土2．．371

10．7±2．52412．7±1．32315．3土1．829
                 
1。3＝IO．925 2．7＝ヒ1．32312．7±1．323

8，0±二2」215 6．7±2．041．6．7土2．041
           J
     l10．7±二2．52414L 7±2．908
9．、3±2．37S’ s． o土2．21sl g． 3±2．371

           1
2・7土1・3236・7±2・0 SY9・3±2・371

下

顎

2．7土1．323

0

0

2．7士1．323

4．0士1．6

5．3士1．829

6．7二L2．041

2．7土1，323

2．7士1．323

14．7±2． 908

13． 3±2． 773

13． 3±2． 773

o

o

4． 0±L6

5．3一± 1． 829

6．7土2．041

9．3土2．371

8． 0±2． 215

5． 3±1． 829

1．3士0．925

4．0土1．6

．♀・キ・37・i…士2・・37・

   12．0士2．653 16．7d＝2．041
  1、2．0＋12．653…、。．7土2．524

  ．12，0±2．653 i10．7土2．524
         1 9．3！ 2． 371

．．m． ．fi．L．．． ．．．．一．．．一．一．！．． 一．

3  1 2   1 1

11－15

16－20
21一・25 ］

26－30

31－35

36－40

41－45

46－50

51－55

56－60

61－65

66－70・

71－r75

76－80

     1．．一 n nnJl？一g±？・gig

     i14．7±2．90821，3土3。343
     113．3±2．773116．o±2．gg3

     」．． ． ． ．”［
2．7士1．323112．0±2．65320．0士3．266
     ！        1
6・7土2・04116・7土2・041114・7土2・908

8．0±2．21512．0＝』2．6531，12．0士2．653
     LA一 i一一」
8．0土2．251110．7±2．524112．0＝L2．653
4．0士1．618．0±2．215110． 7土2．524

2．7土、．323］ 2． 7±、．323i4．。士、，6

     1
2．7＝ヒ1．32310．7土2．524 9．3＝ヒ2．371

4．0」＝1．6   8．0土2，215i10．7士2．524

4．0士1．6  9．3±Z371 6．7±2．041

0 15．3±1． 8291 5．3±1． 829

2．7±1． 323 6．7±2． 041
     E

1．3土O．925

2． 7±1． 323

2．7士1．323

6． 7±2． 041

18．0土2．215

9． 3±2． 371

6．7士2．041

5．3土1．829

1．3ニヒ0．925
1
1 6．7±2． 041

1

2．7士、．3231。

1．3．1 O．925

8． 0±2． 215

5． 3S L 829

5．3士1．829

9．3士2．371

9． 3±2． 371

1． 3±O． 925

2． 7±1． 323

     L

     l
8．〇ニヒ2．21516．0土2．993
     1

     1

0

4．Ol，1．6

5． 3t1． 829

8． 0±2． 215

1．3土0．925．

8． 0 一．tJ 2． 215

1．3士0．925

5．3土1．829
、。．7士2．52415．、。・．82gi6．7。2．。4・

            i8・・士2・2・5

o

o

1．3士0．925’

1． 3±O． 925

4．0，．1 1．6

0

4． 0±1． 6

4．0士1．6

1．3±O．925

［o lo
O 11．3±O．925
1．3土O．925 i1．3ニヒ0．925

0 i，o      i
1．3±O．925 10

2．7±1．323 ll 1．3±O．925

0         ：1．3土0．925

0 1io      1
1．3土0．925  5．3土1．829

1．3土O．925：2．7土1．323

，．3土，．、，、i、．，士，．。4、1、2．。。，． 653i、。．，土，．5241，．，土，．37、1、．，土、．。4、

5．3。、．829、。．7±a5241、3．、。2．7731 4．。。、、61

           1       1
                        8．0土2．215 9．3」二2．371112．0＝L2．65310．7±：2．524 19．3土2．371

治療は女性の方がよく行なわれている。罹患歯率，未処

置歯率の分布から見て，樋牙の脱落を上廻って，鶴蝕が

増令的に増加している。

 3．犬歯について

 ．訓：男性では26 ・V 30才頃よ1）徐々に罹患者率が高上．

り，46～50才で5．3％，以後一時下降して，61～65才

で再び14．7％に達し，右方に偏し．た軽い双峰型を呈す

る。最高罹患歯率は7事訳75才の41．7％，最高未処置歯

率は同感の37．5％である。治療状態は全般的に不良で

ある。

 女性では16～20オ頃より徐々に罹患者率が高くなり，

31～35才で9．3％，以後一時低．．ドするが，すぐ上昇し

はじめ，61～65オで21． 3％に達し，やや右側に偏した

双峰型を呈する。最高罹患歯率は71～75才の53．3％，

最高未処置歯率は同令の33．3％である。治療状態は初

老期まではよく行われているが，老年期は不良である。

 男女の比較では，双峰型の中央下降度が男性の方が軽

度で，かっ，右方に偏している。罹患者率は女性の方が

全般に高いが，治療は女性の方がよく行なわれている。

 13：男性では16～20才頃より罹患七一は上昇し，36

t）40才で9．3％に達し，その後下降して，66～70オで12％

に達し，．双峰型を示す。最高罹患歯率は71～75才の33．3

％，最高未処置歯率は制令の33．3％である。治療は41

～45才頃まではよく行なわれているが，中年以降はあま

り行なわれていな．い。

 女性では21・）25才頃より徐々｝こ梶患者率が上昇し，

61f・v70才で16％に達する。最高罹愚歯率は76・V80才の

60 ％，最高未処置歯率は同士の53．3％である。治療状

態は56～60才頃まではよく実施されているが，老年期

は不良である。

 男女を比較すると，男性の罹患者率は中年期に下降し

て双峰型を呈するのに対し，女性の罹患者率は若年から

一1786i，



tO5

級別．品品罹患 者 率  （男）

左  側  罹  患  者

1・3±O・ 925 11・3±0・925I  i
I、 1．3土0．925 ； 0              0         1．3±0．925
i！

ll認謙1：潔251潮：雛1：1士1：lll
！l・・…524臨・・6…・・±・・S29 ho．・±・524

1． 5．3士1．829 i 4．0±1．6              9．3±2，371 … 9．3±2．371
                    ！
旨i 9．3±2．371 ； 8．0±2．215 ． 5．3±1．829 …10．7±2．524

1i・・・…2・51・・±・2・5…
              2．7土1．323… 5．3±1．829
1…2T7．・ 1． 323…        4．0土1．6              2．7±1．323   4，0士1．6
                   

、15・3±1・S29 12・7士1・323：2・7±1・32316・7士2・041

h 10．7＝上2．524 ；14。7土2．908              10．7土2．524  17．3土3．089
「14．。±、．6！、2，。±2．653：、2．。±2．653、4．7±2．9。8

！1 4．0土1，6  i10．7士2．524 ．10，7士2．524 ．12．0士2．653

．i4．。士、．6…、。．7±2．524．5．3±、．8298．。±2．2、5

 ．．．一一 y．．一一．． P……を  …一至…．．一．： 4

       i

1

率

 0

 5．3±二1．829

 4．0土1．6

 5． 3±1． 829

 6．7土2．041

12．0±i 2．653

 9．3士2．371

 2．71 1． 323

 8．0士2．、215

（および標準誤差）

      ］
      r

9．3±2．37Y ！2．0．．， 2．653 1

12．o一項2．6s3 1 lo．7tt2．s24 1 lo．7tt2．s241

6．7■2．0418．0士2． 215 14．0±1．6

9．3±一 2． 371 1 5． 3±一 L 829 ［ 6． 7± 2． 041］，

  s l 6 ［ 7 1

      i
5．3±1． 829 l

i・ 9±？・ ？IZ

16．0±2． 993 i
22．7±． 3． 415 I

i4．7±2． gos 1／

lg・．9Ti，；［g3，3 11 igS／／1 ：igZ？

12．0±2． 653 i

8．0．．， 2． 21s 1

14．7t・ 2． 908

4・0±1・61

5．3±1．829
     1
5．3±1．829  0
      
2．7士1．323  2．7±1．323

      4．0±1．6
6．7士2．041F 2．7±1．323

6．7±2．041F4．6±1．6

     1
5．3±1、829  1．3±0．925
     1
6．7士2．041i 4．0±1．6
     L
8．0±2．215  8．0±2．215

      2．7±1．323

・ ・ 1』旧．1 ！一1・…土・．343 1 1
皇、。。g25．1－3±qg25∵土色925禮 誰｝：灘：1ま1：羅：雛li
                                                   
ぎ3 925：1：1±認2∴：1亡懸1：ltl撫ltl：1、、 i ll：1±1駕1±1：l11…

1：廻：lllli：1難1響鷹：認鷺望：鶴購1艘：lll｛

・  ・   ・ ｛・・・…37・、9・・…37・…8・・±・・2・5…  ：
翻：鑑画工6i g・．圭L6：1：1吉1：諭：：縄：珊1纏ig「、麗124i

4．0土1．6 5．3土1．829・j8．0±2．2、51g．3±2．37112．0土2．6536．7士2。041」12．。、L2．653．

・・…2・56・7…4・1・・6…993i・…37・・・・・…6i・・・…5［・・3…82gi

6．7士2．041 ！E 8．0土2．215   8。0±2．215  10．7±2．524   6．7」二2．041   8，0±2．215   8．0±2．2151

5・3圭1・829 i 12・0±2・653 P4・7土2・9085・3土1・829 i 14・7土2・ 90810・7士2・5246・7士2・0411

1．3士0，925

0

  8

1 ；1；lmaSii gl；rllillO，，，

       1．3こヒ0．925

       2． 7±L 323

       8．0±ri 2．215

       2．7±1．323

       4．Ott L 6

       4．Ott！．6

0

2． 7 ±，一1． 323

5． 31・ 一1． 829

4． 0±L6

老年に至るまで同じ調子で一ヒ目して行き，とくにピーク

がない。全般に罹患作意は女性の方が高いが，治療は女

性の方がよく行なわれている。老年期の治療状態は両者

共に不良である。

 31：男性では，21～25才頃から糊老期に至るまで罹

患者率は非常に低率に移行し，56～602頃から急｝こ上

昇して，66～70才で13．3％に達する。最高罹患歯率は

71～75才の25．7％，最高未処置二二は二丁の25．7％で

ある。治療状態は全般に不良である。

．女性では21～25才頃より徐々に罹患噴出が上昇して

行き，66～70才で18。7％に達する。最高罹三三は76～

78才の40．9％，最高未処置引率は同令の36．4％であ

る。．治療状態は全般に不良である。．

 男女を比較した場合，女性の罹患者率は男性より早く

から上昇しはじめ，かっ高率である。治療状態は両者と

も全般に不具である。

 沿：男性では初老期まで低率のまま増減しっっ移行

し，56～60才頃から急に罹患者率が高くなり，66～70

才で16％に達する。最高罹患歯率は76～80オの29．7

％，．最高未処置歯率は66～70才の27．3％である。治療

状態は全般に極めて不良である。

 女性では罹患者率は中年期まで低率のまま増減しっっ

移行し，41・一一v45才頃より上昇しはじめ，76～80才で16

％に達する。最高罹患歯率は76～80才の42． 9丁目最高

未処置歯率は同令の39．3％である。治療状態は男性程

ではないが全般に余り．良好ではない。

 男女を比較する．と，女性の罹患者率は男性より早期か

ら上昇し，かっ多少高率であるが，治療状態は男性より

やや良好である。

 犬歯を全体的に観察すると，擢患者率の消長は左右側

は大略近似しているが，女性一旦L凱のみが一致しない。

上下顎の対比では，上顎が男女共に双峰型をとる場合が

一1737一
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渠＼毒璽
        右  側  罹  患  者  率

    ．⊥．．．．田皿コ…庭1．6一   ．「一

     …5盤1：／、。麗：1；：1．，。i． 3231 1：撒

2’ 汲戟Fll撚1：概ltl：ll；罷：1，、i、1：lt撒

表8 各歯牙の年令階

（および標準誤差）

上．

顎

11－15

f 16－20

21－25

26－30

31－35

36－40

41－45

46－50

51－55

56－60

61－65

i 66－70
1

71－75

1 76－80

・・3±・・925：・3・3士・・773；・2±・・6531・・…

1．3士0．9251  4土1．6  ユ7．3±3．089」5．3±1．829
          1       1
0          5．3土1．829113．3±2．773                  8土2．215
           
0        ：  8±2．2151  8土2．215 6．7＝と2．041

2．7±1．32315．3±1．829112土2．6531 6．7土2．041

0       …10．7±2．52410．7土2．524 6，7±2．041
                  
1：1；9：器：…。翻：繍：：鑑i51翻1

                   
                  
0        4±1．6 ：2．7士1．323 2．7±1．323
           ：      1

5． 3±L 829

9．3L－i 2． 371

 8士2．215

 8L－i 2．215

1．3士0．925

9． 3＋r 2． 371

12 一一一， 2． 653

 8±2． 215

 4±1．6

，：1 」， ’1’ ．gl g45i，，．； ttSI 66g 1，gl ；1’ gl ；M

      1．3土0．925

0     10

1．3土0．925 1．3±：0．925

1．3土0．925   4土1．6

9． 3±一 2． 371113． 3±2． 773

     4
5．3士1．829 9．3土2，371
     1
 8±， 2． 21514．7±・ 2．908

0        5．3土1．829

9．3±2．3711 12土2．653

9．3士2．371  8土2．215

1．3土0．925

0

 8士2．215
1

1 2．7±1． 323

2． 13tt， 3． 343

10．7土2．524

17．3士3，089

9．3士2．371

 12土2．653

9．3二L2．371

     ，
13．3±， 2．773 16－， 2．993
     1
10．7土2．524 6。7±2．041．．

     ’
5． 3±1． 829 2． 7±1． 323
     d

．14．7士2．908

5．3士1．829

1．3±一〇．925

歯 樹 8 7 6 5 4 3

下

顎

2 1

41－45 1

46－50

51－55

56－60

61－65

66－70

71－75

76－80

藷「「∴II、…1喉輪，土。323i。；。．2、土。g25ぎ3土 
，、一25 124．3．・487126．，±。、・21・．，士・13231・ …・ ．・ 1・

i三ii陸舗書il難illiililitilii識ili鎧lli：lllililiiil：1”1： l

   i2．7士1．323i  l     l     2．7止1．323…2．7±1．323
2．7±1．3236．7士2．0411 9．3土2．371

o

o

1．3土0．425

0

2．7ti二1．323

1．3土0．925．

・土2…5・2・
H・・531 …土・・829［…7土2・・4・・…2・・4・；

                  8±2．215  4±1．6    4士1．6             8±2． 215
9．3±2．3711g．3土2．371
                              8±二2．215                       12二L2．653            16土2．993                  12 ±2． 653
6・・±…4・2・・…32・1・土2…51・1・・…4一士2・・37・…・・…925

、311調調：lllll縄：ll1221欝1、81灘灘1：ll1
2。7土、．3234±、．61。3士。．92518土2．2、5．8±2．2、5：8±2．2、5

1・3±0・92『2・7±1・323i 4土1・610・7±2・52412士2・65313・3±2・773

多いのに比し，下顎は老年期にピークを持つ単峰型を呈

し，かっ全体的に低率である。男女比では全体的に女性

の方が高率であるが，治療状態はやや女性が良好であ

る。．しかし，中切歯，側切歯などに比すれば治療状態は

不良である。罹患歯率，未処置菌率の分布から見て，脱

落歯を上廻る鶴町歯の増加が見られる。

 4．第一小臼歯について

 4…：男性では罹患者率は26 ・V 30才頃まで低率に移行

し，以後次第に上昇して41・N・45才で9．3％｝こ達し，そ

の後低下して51～55才最低値を示し，6i～65才で再び

14．7％に達し，双峰型を示す。最高罹患歯苔は76～80

才の52．9％，最高未処置歯率は同令の47．1％である。

治療状態は全般を通じて不良である。

 女性では罹患者率は繭出直後から次第に上昇して31・一・

35才で10．7％に達し，多少増減しっっそのまま51～55

才頃まで移行し，56～60才で一度下降して最低／直を示

2．7土1．323

6．7±二2．041

1． 3±O． 925

9．3士2．371

9． 3±2． 371

 8±二2． 215

5． 3±1． 829

した後，再び上昇して，66’）70才で12％に達し，双峰

型を呈する。最高罹患歯率は71～75才の46．2％，最高

未処置歯率は76～80才の42．ge／oである。治療状態は中

年期にやや良，老年期には不艮である。

 男女を比較すると女性の方が罹患者率の上昇が早く，

左峰の幅が広い点が異なり，治療状態は初老期まで女性

がやや良好，老年期には両者とも不良である。

 ：一4＿：男性では16～20オ頃より罹患者率が徐々に上昇

し，31～45才で10．3％に達し，以後下降して，51～55

才で最低矩を示し，61’）65才で再び17．3％に達し，双峰

型を示：す。最高罹患歯率は71～75才の56．3％，最高未

処置歯率は同一の43．8％である。治療状態は31～45才位

の中年期にはやや良好であるが，若年期と老年期には不

良である。

 女性では蕊出直：後より罹患者率が上昇しはじめ，41～

45才で13，3％に達し，以後多少上下しっっ同じ状態を維
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級別鶴蝕．罹患者率 （女）

1． 3±O． 925

1．3土0．925…

      i
 8±2．215 1

2．7＝ヒ1．323

13．3±2．773 ii

 8土2．215

 16土2。993

10．7土2．524

10． 7±2． 524

 8±， 2． 215

i7 P3ni9・ 9i？ i

 12土2．653 i

      I

左側罹患者率 （および標準誤差）

l l。 1
       
 4±＝1．6   2．7±1．323
・・・・…4・5・3±・．・29 1

濯lli l：：猛ill．

 4士1．6     4士1．6

9．3土2．371  14．7±2．908

5．3土1．829    8ニヒ2．215

21．3±3．343   16士2．993

9．3士2，371   16土2．993

5．3士1．8291 9．3土2．371 1 6．7±2．041

…土・・82gi…士・二371．112±2・653

1．3±O．925 ll 2．7±1．323 i

 4±＝1．6    2．7土1．323

 8±2．215    12土2．653

6．7±2．041 1 9．3土2．37ユ
     1
6．7±2．041 1   4士1．6

器1：1；引、麗：l11

13．3土2．773  10．7±2．524

6．7：上2．041  5．3±1．829

13．3土2．7731  8±2．215

13．3士2．773  6．7＝ヒ2．041

 4±1．6    5．3士1．829

13．3±2．773   5．3土1．829

113．3士2．773

 8土2．2・5i

21．3士3．343

33．3士3．848

25． 3±3． 550

13ﾔ：lll l

9． 3±2． 371

 8土2．215

13．3・土2．773

13．31二2．773

6．7土2．041

 4士1・6 1
i2：．i，｝llL i：．：8：129一．Lpa．rif－i：829

5，3士1．829
     ：
 8士2．215      1
10．7±， 2． 5241

      1
 16±2． 993

13．3土．2．773．

 8二L2．215：
     L
5， 3±1． 829［

 8±2． 2151

 8±2． 215

13．3士2．773．

6， 7±2． 041

     L
6．7土2．0411
     1

 4±1．6

5． 3± 1． 8．P．9

 4土1，6

 4±L6
0

1．3土0．925

5．3二L1．828

L3±O． 925

1． 3±O． 925

2．7土1．323

0

1 2 3 4 5 6 7 8

i．3±o． g2slo 1 1
       1．3±O．925 1i              O      IOo      i

6 1 6’V－U’V’V16 ［ ll．7±1．323

2．7士1．32311．3土0．92514土1．6 5．3士1，829

1：：il：：：：屠細皇：ll：』誰；盤

…±・・8294土・・6 c・土…i・・7士…4・

       6・7±2・OfM iO・7±2・524 i 13・3土2・7739．3士2．371

              5．3±1．8291 6．7土2．0412．7土1．323  2．7±1．3231
                    1・
9．3±＝2．371   12±2．653   9，3＝ヒ2．371 i18，7土3．184
                    1
 8土Z215    4土1．6   10．7±2．5241  12±2．653
・．…．37・9．・土2．・37・9・3・・．37・i・・・…5

6・7土2・04110・7±2・52416±2・993 19・3±2・371 i

持して老年期に移行している。最高罹歯率は76～80才

の76．9％，最高未処置歯率は同令の76．．9％で，歯牙が

急速に脱落して行くにもかかわらず，それを上廻る様に

隔蝕歯の増加して行く状態が推察されるdi．

 男女の比較では，男性が双峰型を呈するのに対し，女

性は双峰間の中年期下降が見られないのが特徴で，さら

に老年に入って，急速な函牙の脱落があるにもかかわら

ず病患率は低下せず，そのため老年期で極めて高い梶患

歯率，未処置歯率が見られる。罹患者率はとくに中年期

において女性の方が高いが，治療の状態は初老期に多少

女性の方が良好で，老年の76～80才で女性の方が不良

であった。   ・

 4．1：男性は21s）25才頃より罹患者率が上昇し・36～

40才で8％に達し，大きく増減して一見三峰を形成す

るように61～65才では16％｝こ達iする。最高罹患歯率は

76～80才の36％，最高未処置歯率は同令の36％であ

 4土1．6

 4土1．6

10． 7±2． 524

18．7±3． 184

9．3圭2．371

6．7土2．041

 8士2． 215

 16±2．993

！ 3±O． 925

 8士2．215

 8±2． 215

 4±1．6

9，3士2．371

21 3±3． 343

33．3土3．848

22．7土3，415

33．3土3．848

29．3土3．716

18．71，一3．184

13．3土2．773

9．3士2．371

 8士2．215

10．7土2．524

－9． 3±2． 371

 4士1．6

 4±1．6

2．7二ll．323

      1
 28士3．6661
      i
22．7±3．415

18．7±3。184．  4土1．6

26．7士3．612． 5．3士1．829
      2
 20士3．266i   8土2、215

5．3土1．829… 6．7±2，041

     ［
6．7土2．0411 2．7土1．323

      
 8±2．215i O
      
6．7土2．041  2．7±1．323

 8＝ヒ2．215  2，7土1．323

6．7＝ヒ2．041  1．3＝ヒ0．925

0    10

・士…i・・3…925

る。治療状態は申年の一部でやや良好であるが全般的に

はあまりよくない。

 女性では罹患同率は21～25才から上昇しはじめ，66

～70才で22．7％に達する。最高罹患歯率は66～70才

の45．9％，最高未処置歯率は1’6－u80才の35 ％である。

治療状態は40才頃まで良好であるが，以降はあまりよく．

ない。

．男女を比較すると，7女性は若年期より次第に躍患者率

が上昇して老年期に話劇を形成するのに比し，男性は中

年期に二度も罹患者率が下降し，双峰型の亜型をとって

いる。罹患者率は女性の方が高いが，治療状態は両者共

に中年以降不良である。

 1■：男性では21（・25二字より罹患煮率が上昇し，36

r・y 40才で13．30／olc達し，以後大きく増減して三峰を形

成する。最高罹患歯率は71～73才の28．6％，最高未処

置歯率は同令の28，6％である。治療状態は全般にあま
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表9 各歯牙の年令階

醤1毒瑚

上

顎

              右 側未 処置 者

11mls 1

16－20 i

21－25 1・

26－30 iO
g｝一35 1 1． 3．t o． g2sl’ 4． oJE［ 1．6 i 6． 7± 2． 0411 2．7t， 1． 323

36－4釧5・3±1・829［4・0±1．62．7士1．32311・3土0・925

         i1．3士0．925 1．3±0．92511．3±0．925

率 （および標準誤差）

41－4s 1 o

無i言3土1’829

56－60

61－65

66－70

71－75

76－80

1．3圭0．925

4． Ott 1． 6

1．3士0．925

2． 7±1． 323

i  IS．3土1．829
…5．3土1．82911．3士0．9250  i2．7土1．323
ji 1・ ny 9±O． 925i 9． 3±2． 3711 1． 3±o． g2s［ ？． 7tt 1． 323

1L3±O． 9251 5．3±1． 8291 O IO

：［g／／61 8，Lgl ：1gi618：gl 85iilg：；1 21 6’ ；・：lg

2，7±1．323 5．3＝Ll．829 2．7±1．323

1．3±O．925 1．3士0．925 1．3±0．925

4．0土1．6  2．7士1．323・2，7ニヒ1．323

6．7±2．04113．3土2．773 9．3±2．371

6．7土2．041．9．3＝」＝2．371i
      
5．3±1．829 2．7土1．323…6．7士2、041

0

2．7土1．323

6．7±2，04111．3士0．92512．7±＝1．323

4．0±1．6

2．7±1． 323！

4．0－rT，1．6

13．3一±2．773，12．OrE 2． 653i 9．311．一一2． 371 i 6．7一±2． 041

8． 01 2． 215i 8． 0－ii 2． 215，13． 3 ± 2． 773」 9． 31 2． 371 li 5． 3 ±i 1． 829

     8． 0±2． 215 12．0±2． 653i 8．0．1 2． 215

     10．7±・ 2．5241 8．0．．2．2151 8．0±2．215 1
     1

。，±，．、，，lg’．．．．…一． m％1∴15

18 醐：器；鵬：1；l
i2．、 g25i難25陸：1±1：lll

l       lo
I      i       i
5・3土1・82g ?2・7土1・32314・0土1・6

11・3±0・92w1・3土0・925…1・3±0・925

1．3±0．92511．3士0．92512．7ニヒ1．323
［   1   ［
      
I     l     I

・    「    1
            9．3＝上2．371

            5．3土1，829i       I

顔  種 8 7 6 5 4 3 2 1

下

顎

  45i4．0±L6
46 50 14・0土1・65・3±1・829［ 5・3士1・829、2・7土1・323

51－55 「2．7士1．3231

・・一・51 1 ．1・．…．37・l i
16－203       16．7土2．04i19．3±2．371iO       O

・・一25 j i…±・・4・1…±・…5h I・

26一一3012．7土1．323：5．3±1．829 5．3±＝1．82911．3±0．925i 2．7±1．323
                                          

    5．3土1．829 2．7±1．32315．3土1．82911．3±0．92512，7±1．323
31－35
364。5．3±、．829、6．7。2．。4、「5．3、、．8291、．3±。．9251、．3±。．925

         …    1    1    141

s6－60 1 2．7±1． 323

61－65

66－70

71－75

76－80

4．0士1．6

4．0土1．6

0

2．7土L323

16・7士2・04 Pi 1・311・8291 6・7土2・0411・3±0・925

0

6．7土2．041

4．0±1．6

8． 0±2． 215

2．7士1．323

6． 7±2． 041

11．31， O．925

6．7±二2，041

9．3士2．371

5．3±1． 829

53．±二1．829

9．3土2．371

Io

1．3zLL O．925

5．3士1．829．

4．0±1．6

6． 7±2． 041

6．7士2．041

りよくなく，とくに老年期に不良である。

 女性では16～20才より罹患者率が高くなりはじめ，

31～35才で9．3％，以後大きく増減して三峰を形成し，

61～65才で18．7％に達する。最高罹患歯骨は76～80才

の43・8％，最高未処一三歯率は同令の43． 8％である。治

療状態は30才頃まで良好であるが，中年期よりやや悪

くなり，老年期はとくに不良である。

 男女の比較では，やや女性の方が罹患者率が高く，治

療は若年の間は女性の方がよく実施されているが，中年

以降は両者ともに不良である。

 第1小臼歯を全体的観察すると，左右側の罹患者率の

消長は男性は近似しているが，女性は異なっている。．ヒ

下顎の場合は男女ともに罹患者率消長が全く異なってい

る。男女の比較では全般に女性の方が罹患者率が高い。

治療状態は第1小臼歯全般を通じてやや不良で，とくに

老年期において甚し。

4．0士1．6

1．3土0．925

4．0土1．6

12．0士2．653

9． 3±2． 371

o

o

］o
I6

12．7圭、。323

16

1 E．7．1． 323

F

o

7 8．0±2． 215
18．。土2．2、5

1

1
1

2．7±．1． 323i O

6．7土2．041．12．0士2．653

12．0±， 2．653i 5．3±1． 829

Ft T”rm’T’60一”

o ！01．3土0．925 10

0       0

0   り
1．3土0．9251L3±0．925

e loo Io      i
      14．0士1．6
1        j

9 一，一 一一一 19

5．3±．1．829      」5・3土1・829
4． 0±1． 6 i 5． 3±1． 829

6．7土2．041 6。7±2．041

i6・7±2・0414・0士1・6

 5． 第2小臼歯について

 5．；：男性では16～20才よりすでに罹患者率が一L例し

はじめ，41～45才で8％に達し，以後下降して51 N 55

才で最低値を示し，61～65才で再び13．3％に達し，双

峰型を呈する。最高罹患工率は76～80才の40％，最高

未処置菌率は71～75才の29．4％である。治療状態は26

n」・45才位までは比較的良好であるが老年期は不良であ

る。

 女性では16～20才頃から罹患者率が高ま1）はじめ，

31～35才で9．3％に達し，多少増減しっっ老年に至る

まで同じ状態を維持する。最高罹患歯率は71～75才の

54．5％，最高未処歯率は同等の45，5％である。治療状

態は31 N 55才位までは比較的良好であるが，若年期と

老年期はよくない。

 男女の比較では，男性が双峰型を呈するのに対し，女

性は中年期の下降がなく，かっ，若年期の上昇が早い。
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級 別 未 処置．者 率  （男）

左側未処置者率（わよぴ標準誤一差）

11i

y
iili

illl．

0

1． 3±O． 925

2．7土1．323

5．3二L1．829

4．0士1．6  「

L3士O・925i

o ［4．0土1．6  1

     ’
1．3土0．9251

4．0±1．6

8． 0±2． 215

2． 7±1． 323

4．0土ユ．6

2． 7±1． 323 I

     I

1．3土0．925

0

0

2． 7±1． 323

0

2．7土1．323

1． 3．L O． 925

6．7ニヒ2．041

4．0±1．6

0

10．7土2．524

9．3土2．371 1

 0

 1． 3±O． 925

 0
ig
11・3士0・925

 1．3土0．925

 2．7．4 1． 323

 2． 7．i 1． 323

 0

［ 9． 3±2． 371

 9． 3±2． 371

9．3士2．37ユ1ユ0．7±2．524
     1
6．7土2，041  2．7士1，323

1 2 3

0

1．3土0．925

ユ．3±：0．925

2． 7±1． 323

4．0±1．6

5．3±L829

4．0土1．6

4．0±1．6

2．7士1．323

14．7±2．908

10．7土2．525

’ 9r 3±2t 371

5．3士1．829

   4

0

2．7土L323

2．7土1．323

1． 3±O． 925

4．0±1．6

2．7土1．323

9．3土2．371

2．7土1．323

2．7ニヒ1．323

8．0土2．215

12．0士2．653

 4．O土1．6

 8．0士2．215

1  5
1

5． 3±1． 829

2．7土1．323

12． OS 2． 653

17． 3±3． 089

5．3土1．829

4．0土1．6

4．0土1．6

6．7土2．041

2．7土1．323

6． 7±2． 041
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     し
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0

0
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2．7土1．323

8． 0±2． 215

9．3士2。371

10．7士2．524

2．7土1．323

両者ともに中年期は比較的治療が行なわれているのに対

し，老年期の治療状態がよくない。

 Ls一：16～20才頃より罹患者率が上昇しはじめ，41 ・一・

45才で12％，以後下降するが，再び上昇して66～70才

で12％に達し，双峰型を示す。最高罹患歯率は76～80

才の41．2％，最高未処麗歯率は66～70才の37．5％で

ある。治療状態は全体によくない。

 女性では繭出直後より上昇しはじめ，26～30オで12

％，以後増減はあるが同じ状態を維持して老年に至る。

最高罹患歯率は61 ・） 80才の広範囲にわたり33．3％を

示し，最高未処置歯率は71～80才の33．3％である。治

療状態は40・）60才位の間は良好であるが，、若年期と老

年．期はあまりよくない。

 男女を比較すると，女性は若年期の罹患三巴上昇が早

く，かっ中年期の下降が著明でないのに対し，．男性は双

峰型を示している。治療状態は中年期，初老期において

「4・・…6

 4．0土1．6  i

 5．3土1．829

雛：941「

、．3士、1、，，1

       
13・3±2・ 773 1

。  li。．7士2．524

。 ．1、。．7士，．524

1：溜：翻盤1：911

5．3±1．829i 4．0±1．6
      1／
1・3士0・925 i4・0土1・6

     i 5．3±1．829
     1

「16．0士2．993 ！

5．3士1．829

2．7±1． 323

4．0土1．6

6． 7±2． 041

6． 7±2． 04’i

 4．0士1．6

． 4．0土1．6

．翻：12gl・

 8． 0±2． 215

 2．7土1．323

 1．3士0．925

     ’i
9、3土2．371i5．3±1．・829

     1

1．3士0．925

9．3ti二2．371

10． 7±2． 524

5．3ニヒ1．829

8．〇二L2．215

1．3，1 O．925

4．0±1．6

4．0土1．6

2．7士1．323

1．3土0．925

2． 7±L 323

8．0士2．215

2．7士1．323

2．7士1．323

4．0土1．6

女性の方が良好である。

 5．1：男性では繭出直後より罹患者率が一ヒ回しはじめ，

41～50オで．9．3％に達するが，以後下降して51～55才

で最低値を示し，61 ・V 65才で再びS％｝こ達し，やや右

方｝こ偏した低い双峰型を呈する。最高羅患函率は71～75

才の30％，最高未処置二三は同工の25％である。

 治療状態は40才頃まで良好であるが，以降やや不良

となる。

 女性では繭出直後より比較的早く上昇し，36～40才で

14．7％に達し，大きく増減して三峰を’形成し，双峰型の

亜型を呈する。最高罹患歯率は66～・70才の47．6％，最

高未処置歯率は61～65才の22．2％である。治療状態は

40才頃まで良好であるが，以後はやや不良となる。

 男女の比較では，罹患者率は全体に女性の方が高く，1

やや三峰に近い型を呈するのに比し，男性は双峰型を呈

し，下降部はやや右方1こ偏している。治療状態は全体に
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表10 各歯牙の年令階

1議剥 右 側未処置者 率 （および標－準誤差）
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1 6i

 166－70i
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歯  種
’ 1 ”iil／／，’

 ．
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26
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      14．7ニヒ2908．
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  12土2．653 9．3±2．371…1．3±0．925ヨ0

  30 11。3±0．925 1．3土0．92514．7土2．908 2．7±1．323 0

     8±2．215：5．3土1．82914．7土2，908 1．3±0．925；O
                          I
36－40 10 6．7Si，2．041 5．31・，一 1．829 2．7t， 1．323

    1・3上0・9254±1・66・7±2・041i 2・7±1・323…1・3土0・925：5・3±1・8291・3±0・925

46－50iO  2・7士・・3236・7±2・・4・…2・7±・・32315・3土・・829．・・3士・・925．・

51 55 10        2．7士1．323 2．7＝と1．323 5．3±1．829

s6－60
P0 i 2．7±1．323il 1．31Eo．g2sii ’4rr－LI16

61－65  1．3±0．92519．3士2．37115．3±：1，829．  8±2．215

66－70 fO 4±1．6 i2．7±1． 323i 5．3±1． 829 14．7±2． 908 13．3±2． 773，

         ！． ．  ．i 1 i71－7512．7±L323i 2．7±1．3231 4±1．6 11．3±O．925i 6．7±2．0411

76－80 1 1．31 O． 9251 1．3±O． 9251 1．3±O． 925i 2．7±1． 3231 g．3±2．371110．7±2．524，10．7±2． 524

やや女性の方が良い。

 ぢ：男性では萌出直後より徐々に罹患者率が上昇し，

36～40才で13・3％，以後下降して51～55才で最低値を

mし，61～65才で再び12％に達し，双峰＝型を呈するが，

76～80オでも大きく上昇を見せている。最高罹患歯率は

76～8Q才の57．9％，最高未処置歯率は同月の52．6％で

ある。

 女性では萌出直後より相当急に上昇し31～35才で

18・7％に達し，以後大きく増減して三峰を形成する。最

高罹患歯率は76～80才の53．8％，最高未処置歯率は1司

令の46．2％である。

 男女の比較では，女性は罹患者率が若年から上昇し，

かっ，高率で三峰を形成するが，男性はやや低く双峰で

右方に偏している。治療状態は男性は20才前，女性は

26～35才位が良好で，以後は両者ともに不良である。

 第2小臼歯全体を観察すると，罹患者率の消長は左右

 4土1．6  2．7±1．3231．3±0．925

2．7±：1．3231  4±二1．6  5．3±1。829

      5．3ニヒ1．829 0         2．7＝」二1．323 「1。3土0．925

                 ［
2．7±1。323…2．7士1．323 2．7±1．323 ！2．7＝L1．323

0 、。，．，、5嘘1：1、1、器±撒。搬1。8

     1           ：
                  12土2．653                 i
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・±…［…±・・3232・・±・・323，…±…925

4…．．．i 3」．一丁．．．i主．．

           0       ：1．3±0．925

0       0       1．3±0。925：0

      0     0     …0

      0         0          1．3±0．925

      ・．3土・．925・ …・
                              

 4±1．6   1．3±0．925 0         ．0

                 0

                 0

 4土1．6  5．3±1．8291．3±0．925 0

2．7土1．323．5．3土1．．829 0       11．3士0．925

12土2．653．9．3±2．371 2．7ヨ＝1．323 12．7±1．323

            4±1．6    4ニヒ1．6

      4」＝1．6    4±1．6  … 4±1．6

                  4土1．6

113±O．925

0

1．3土0，925

0

 4±L6
2．．7±1． 323

 4土！．6

側の間では近似している。上下顎の間では女性において

とくに差が大きく，かっ下顎の方が罹患呼率が高い。男

女比では，女性の方が若年期から罹患者率が上昇しかっ

高率であるが，全体的に治療状態はやや良好である。

6．第1大臼歯について

 S：：萌出嘱すでにある程度の罹患者率を示し，次第に

上昇して21・v25才ですでに14．7％に達し，46～50才

まで多少下降しながら同じ状態を維持するが，51・v55才

で一時急下降し，すぐに上昇して61・V65オで13．3％｝こ

達し，非常に左峰の幅の広い双峰型を呈する。最高罹患

歯率は76～80才の50％，最高未処置歯率は同令の50％

である。治療状態は16～20，36～45才位の一部を除い

て全体にあまりよくなく，とくに老年期では極めて不良

である。

 女性では萌出時すでにある程度の罹患者率を示し，比

較的急に上昇して26～30才ですでに24％に達し，以後
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級別心処竃者率 （女）

左側未処置者率
1． 3±O． 925

1． 3±O． 925

2．7士1．323

0

1．3±O． 925 1

1．3士0．925

2．7±1．323

 o

 o

lo
Io
 1．3土0．925

 1．3土0．925

 2． 7±1． 323

0

2．7＝t二1，323

0

0

0

1．3ニヒ0．925

1．3±0．925ほ3±O． 92S 12．7圭1．323
                         

1誰1ぎlil；liil盤1’

 8■2．2151  8二t2．2151  12土2，653
     ｝         1
 4圭1．6  1 9．3圭2．3711 6．7±：2．041

5．3ニヒ1．82g I

o

L 3±O． 925

 4＝と1。6

1．3士0．925

1． 3±O． 295

 8士2。215

 4±L6
2．7土1．323

2．7士1．323

12±2．653

9．3土2．371

 4ヨ［1．6

6・7土2・・4・1…7士2・5241・3・3士2・773

  1  i 2  i
             
1．3圭0，925  0       ｝

0        1．3二LO．9251 0

0   0   10
1．3±0．925  0       「 0

0

0

 1．3．！一nO． 925 l

ll／ 1． 3t，一 o． g2s 」 ！． 3± o． g2s

0

2．7ニヒ1．323

 4圭1．6

2．7土1．323

 4士1．6

 4±二1．6

1o
l l．3圭0，925

1 0

0

1．3士α925

6．7士2．041

 4土1．6

5．3，．LL829

9． 3 ±一2． 371

3 4

！．3±O． 925 i

e

2． 7 ±． 1． 323

1．3士0．925｝ 2．7±1．323．

0

1． 3 ，．i，． O． 9． 25

0

0

 4 ．t． 1． 6

 4・．1 1．6
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      ：
9．3±2． 371 i

は緩かに下降しながら老年期に至る。最高罹患歯率は71

～75才の70％，最高未処置歯率は同令の60％である。

治療状態は全体にあまりよくなく，とくに老年期に不良

である。

 男女を比較すると，女性の罹患三三の上昇は若年期に

著しく，左に偏した単二型を呈するのに対し，男性は右

方に偏した双峰型を示し，全般に低率である。治療状態

は両者ともに初老期まで普通で，老年期には極めて不良

である。

 隆、：男性では萌出直後すでにある程度の罹患者率を

示すが，1以後比較的急に上昇し，26～30才で22．7％｝こ

達し，以後緩かに下降して，51～55オで最低値，56・v60

才で再び14．7％に達し，左峰の高い双峰型を呈する。

最高罹患歯率は76～80才の44。4％，最高未処置歯率は

71～75オの42．9％である。治療は中年期の一部を除い

て全般に不良，とくに老年期にわるい。
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0

 女性でも萌出直後すでにある程度の罹患者率を示し，

相当急に上昇して26～30才ですで｝C 33．3％の高率に達

し，以後急下降して老年に至る。最高罹患函率は61～65

才の50％，最高未処置歯率は76～80才の44．4％であ

る。治療状態は中年の一部を除いて全体に不良で，とく

に老年期にわるい。

 男女を比較すると，女性の罹患者率は若年時から男性

より急に上昇し，左方に偏した著しく大きな単峰を形成

するの1こ比し，男性はそれより低い双峰型を形成する。

両者ともに治療状態は申年の一部を除いてやや不良で，

老年期ではとくに不良である。

 ’61：男性では言出直後，すでに罹患者率は12％の高

率を示し，16～20才では21．3％に達し，以後緩かに下

降し，多少の凹凸はあるがそのまま老年に至る。最高罹

患函率は76～80才の46．6．％，最高未処置歯率は同令の

46．6％である。治療状態は50才頃まではやや不艮で，

一1748一
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表11 各歯牙の年令階
恥年奪右暫
                 右側現在歯率．（および標準誤差）
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老年期は非常に不良である。

 女性では既出直後，さらに高率の18．7％を示し，26

～30才で37．3％の高率に達し，以後急一ド降してそのま

ま老年に至る。最高罹患塵率は61～65才と71～75才に

おける42．9％で，最高未処置歯率は71～75才の42．9

％である。

 男女を比較すると，女性の罹患者率は芳年期に男性よ

り早く上昇して著．しく大きな単峰を形成し，男性より高

率である。．治療状態は両者ともに中年までやや不良で，

老年期には不良である。

 16一：男性では萌出直後，すでに罹患剛率は21．3％の

高率を示し，16～20オで最高値26．7％に達し，以後や

や急に下降して老年に至る。最高罹患歯率は71 ・V 75オ

の60％，． ﾅ高未処置歯率は71～80才の50％である。

26～35才位を除いて全般に治療状態はよくない。

 女性でも蕊出直後，罹患者率は21．3％の高率で，16

～20才で33．3％に達し，一時下降するが26～30才で

は再び33．3％を保持し，以後下降して老年に至る。最

高帰期引率は61～65才の46．7％，最高未処置歯率は61

～65才，61～75才，76～80才における25％である。治

療状態は26 ・v 35才位の間は良好であるが，叢年期，中

年後期以後はよくない。

 男女を比較すると，罹患者率は中年頃まで圧倒的に女

性の方が高い。両者ともに治療状態は26～35才位の間

は良好で，箔年期，中年期後半以後はよくない。

 第1大臼歯全体を観察すると，何れも萌出直後に，す

でに相当の高率な罹患者率を示し，左方に大きなピーク

を形成す．るのが特徴である。罹患者率消長を左右側比

較すると，大略近似した形を示している。上下顎を比較

すると下顎の方が繭出直後における曜患者率が高く，か

つピークが左方に偏して．高率である。また男性では一ヒ顎

は右峰の低い双峰型を見せている。男女を比較すると，

一1744一一
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級別現在歯率 （男）

左側現在歯率 （および標準誤差）
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若年期から申年期にかけて女性の方が罹患者率が高い。

両者ともに何れの場合も老年期の治療状態は非常に悪

い。罹患者率が塵牙の脱落により相当に影響を受けてい

ることが判断出来るが，罹患塵率と未処置歯率の分布を

見ると，噸牙脱落を上廻る罹患塵の増加が推定される。

 7．第2大臼歯について

 エ！：男性では繭出直後すでにある程度の罹患者率を

示し，31～35才で8％を示し，以後非常に緩かな経過

を見せて，非常に低い双峰型の亜型を呈する。全般に罹

患者率は極めて低い。最高罹患歯率は71～75才の41．7

％，最高未処置歯率は同令の33。3％である。曜患歯率

は抵いが，治療状態は不良で，とくに老年期に悪い。

 女性でも萌出直後にある程度の罹患者率を示し，次第

に上昇して31～35才で17．3％に達し，以後下降して41・sx

45才で最低！直を示し，、その後徐々に上昇して61～65才

で10． 7％．に達し，左峰の大きい双峰型を呈する。最高

1 lg． li；411 5nii il’ g．il ，1 ．’ii． 1．i oiE’，（ g． 4“1 5A tt， ii ，ii5

41・3士4・020145・3士4・064 P45・3±4・064
29． 3 ±一 3． 716 1 28． 0± 3． 6661 29． 3 一一i，， 3． 716

1欄：制翻：捻1一斗：羅
      i           l

18．7±3，184 114．7土2，908 16．0土2．993
      1 ’ ’1

罹患歯率は71・v75才の44．4％，最高未処置歯率は白痴

の44．4％である。治療状態は21～30才，51～55才頃は

良好であるが，他は不良で，とくに老年期は悪い。

 男女を比較すると，女性の罹患者率は若年期において

圧倒的高いが，治療状態は男性よりやや良好である。両

者ともに16～20才頃と老年期の治療状態は極めて不測

である。

 …’i”：男性では這出直後にある程度の罹患者率を示し，

そのまま壮年期まで移行し，31～35才で急に上昇して

13・3％に達し，以後多少下降した状態で経過し，66～70

才で再び10．7％となり，中央下降部の目立たない右方

に偏した双峰型を呈する。最高罹患歯率は76～80才の

45．5％，最高未処置歯率は同令の45．5％である。治療

状態は中年の一部を除いて極めて不良である。

 女性でも繭出直後にある程度の罹患者率を示し，次第

に上昇して，31～35才で16％｝こ達し，以後次第｝こ下降

一174，5一
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表12 各歯牙の年令階

蕪剰  右回樋率・お・び標準畿
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して46～50才で最：言値，61～65才で再び13．3％1こ達

し，巨峰の大きい双峰型を示す。最高罹患歯率は61～65

才の62．5％，最高未処置歯率は71～75才の44．4％で

ある。治療状態は中年期に良好，他はやや不良，老年期

は不良である。

 男女を比較すると，女性は左峰が大きく，若年期の罹

患一門の高いことを示しているが，治療状態は全般に男

性より良好である。66才以降は両者ともに不良である。

 7，：男性では萌iU直後16 ・V 20才で，すでに17．3％

め高罹患者率を示し，以後次第に下降して51 nU 55オで

最低値になり，すぐ上昇して56～60才で再び10，7％に

達し，右方に偏した双峰型を呈す。最高罹患歯率は76～

80才の38・5％，最高未処置歯率は同令の38．5％であ

る。治療状態は全般にあまりよくない。

 女性では繭出直後16～20才で，さらに高率の22．7％

を示し，、36～40才頃までその状態を維持し，以後，急下

100 i IOO
     ：100 1 100
100     ほ00

il凝望19711：ll：123

1     －      1
L 一 ． 一 4 hA－F

降して，66～70才では再び13．3％に達し，左峰の非常

に大きい双峰型を呈する。最高罹患歯率は66～70才の

76．9％，最高未処置歯率は61～65才の53．8％である。

治療状態は25才以前の若年期と60才以上の老年期では

不良であるが，壮年から初老にかけては比較的良好であ

る。

 男女を比較すると，女牲の罹患者率は左回が大きく高

くて，若年期に男性より高率であるが，治療状態は25才

以前を除けば男性より良好である。

 7：矧生では萌出直後から16～20才で，すでに12％

の罹患者率を示し，そのまま移行するが，36～40才で

13．3％に達iし，以後は下降して，46～50才で最低値を

示し，61・v65才で再び12％に達し，双峰型を星する。

最高罹患歯率は76・）80回目45．5％，最高未処置歯率は

71～75才の42．9％である。治療状態は45才位までは

比較的良好であるが，それ以後は不良である。
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級 別 現 在 歯 率  （女）
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13． 3，1， 2． 773
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      左側現在歯率 （および標準誤差）

｝ll｝、。。面 1鵬 蹴：灘i 91，謡

ii灘難iiiii｝i｝i｛灘総懸liξi禦：：繕…ii

ll：1羅1熊1：墓1照1劉藩躍器1ド慧；撒1：ll1
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 100        100

 100       98，7」二〇．925… 100      ． 100
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1・69．3士3。76666。7±3．848i 68±3．809：56土4．053 i

157．3士4．039  58。7＝ヒ4．020 ：62，7圭3．949 ・49，3＝ヒ4．082
F

42・7±4・03942・7士4・039…56土4・053…48士4・㎝gl
「41．3士4．020       45．3±4．064 i53．3士4．074 i 38、7±3．977
Ui 34．7 ：E 3． 887 1 40 ，1： 4． 000 1 44 ±4． 053 ii 29．3± 3． 716

il 25．3土3．550    32士3．809 137．3士3．949 121．3士3．343

50，7±4．082 i41．3＝ヒ4．020 1  32土3．809．30．7＝ヒ3．766

42|認：瀦1！㌶翻1型、慧lll

18麟，総嫁儲：1器i麗器
・6・・пc一lrlrr・6rr．L．12’2・璽rL山里

  5 ’1 6 ii 7 i 8

 女性では16～20才で，さらに高率28％を示し，一度

下降するが31～35才半は26．7％を維持し，以後急下降

し，そのまま老年に至る。最高罹患料率は66～70才と

76～80才の50％，最高未処置歯軋は76～80才の50 ％

である。・治療状態は45才位まで比較的良好であるが，

それ以後は不良である。

 男女を比較すると．，女性は16 N 20才の萌出直後から

罹患者率が著しく高く，左方に偏した単峰：または単比の

亜型を形成するのに比し，男性は双峰型を呈する。両者

ともに治療状態は中年期まで良好であるが，以後不：良と

なる。

 第2大臼歯全体を観察すると，崩出直後にすでにある

程度の罹患者率を示し，この程度は下顎において一層著

明である。このため，上下顎を比較すると，下顎は左方の

ピークが高く，若年二三恵者率が上顎より高いことを示

している。左右側は比較的近似しているが，男性一7一．L7r．，

      1”’b”｛ll．・：・・g． g25 l i

93|：9251、縄：1。8階；盤
             l        l
1…7土・・37・82・・・…89鵬・…9・81 66…t・・848

 88±2．653 ．66．7±3．848  69．3±3．776 61．3±3．977
                           

81．3士3．184  57．3±：4．039i62。7t3．949157．3土4．039
      1          ［         1
                     44±4．053             45．3τL4。06466．7士3．848「37．3士3．949

62．7圭3．949、41．3上4．0201 44±4．053  40±4

慧i騰ililiに：lilli難1灘
      l       l       I
 28＝：ヒ3．666 1  16土2．993  13．3；，＝L＝2．773  5．3二t1．829
      1                 1
ユ8・7士3・18引10・7・ll・2・ 524 181t2・215i 9・3土2・371

・7・・3・3．・89「…7・2・524 S・t2・2151，8・e2・215

女性7；7は多少相違が．見られる。男女比では，何れの場

合も若年期において女性が高率であるが，治療状態は僅

かながら男性より良好である。

 8，智歯について

 一S．．1：男性では31～35才頃より罹患者率が上昇し9．3

％程度に達するが，すぐに下降して0％となり，これを

小きざみに繰返して老年｝こ至る。最高罹門歯率は71～75

才の40％，最高未処置醒率は同誌の40％である。治療

状態は全体的に極めて不良である。

 女性では，男性よりやや早く，26～30才ですでに低率

の罹患者率を認めるが，以後は男性と同型をとって老年

に歪るっ最高罹患歯率は66～70才の25％，最高未処置

歯率は同項の25％である。治療状態は男性と同様は全

般を通じて極めて不良である。

 畑．：．男性では31～35才頃より僅かIC罹患者率が上昇

し，以後低率のまま，大きな動揺を見せないで老年に至
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図1 申切歯の罹患三三未処置者率 現在歯率曲線

る。最高罹患者率は61～65才の27．3％，最高未処置歯

率は同令の27．3％である。治療状態は三股に極めて不

良でほとんど行なわれていない。

 女性では女性81とほぼ同様な消長を示している。最高

罹患歯率は71～75才の40％，最高未処置歯率も同令の

40％である。治療状態は同様に不良である。

 旬：勇性では若年時にやや高率で8％程度を示すが，．

男性旦と似た消長を示す。最高罹患歯率は76～80才の

即％，．最高未処置歯率も同令で20％である。治療状態

は極めて不良であるd

 女性では全体に男性より低率で，罹患者率の消長は女

性β歴近似している。治療状態は全般に極めて不良であ

る。

 区：男性では罹患者率の消長は全体に低率で変化が

少なく男性匿と近似している。最高罹患歯率は、61～65

才の27．3％，最高未処置歯率も同令の27．3％である。

治療状態は全体に極めて不良である。．

 女性では女性［旦と近似した消長を見せている。最高罹

患歯は66～70才の．25％，最高未処置歯率も同令で25％

である。治療状態は中年の一部を除いて不良である。
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図21 ､切函の罹患者率 未処置者率．現在歯率曲線

 智歯全体を観察すると，罹患者率は全般的に極めて低、

率で変化が少なく，男性では旦を除いて上下顎左右が

近似した型をとり，女性では例外なく上下顎左右が近似

している。共通的に云えることは，全年令を通じて極め

て治療状態は悪く，殆んど治療を受けていない様子であ

る。

 9．各歯牙罹患三元消長の特徴について

 各歯牙の罹患者率の上昇時期，消長，全体的高低等に

より，罹患者率曲線を大別すると，次の7型に分類する

ことができる。

 1型：若年期に罹患者率が高く，年令とともに低下し

て行くもの，従って，左方に偏した単峰を形成する。

 H型：若年期，壮年期にある程度まで罹患者率が上昇

し，中年期また嬬初老期に一時低下して，老年期に再び

高率となるもの，従って，双峰を形成する。

 置型：若年期あるいは壮年期に罹患者率がある程度ま

でヒ昇し，そのまま大きな変動がなく老年期に至るも

の，すなわち，双峰型の申央低下部がなくなるか，また

は，あまり著朋でないものがこれに相当する。

IV型；砦年期から老年期に至るまで，あまり大きな変
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図3 犬歯の羅患者率 未処置者率

化を見せずに，8％以下位の罹患者率のまま移行するも

の。

 V型：若年期から老年期に至るまで，X軸とすれすれ

｝こ，罹患者率が零を示したり，低率を示したりしながら

移行するもの。

VI型：若年期から極めて緩除に罹患者率が上昇し，中年

からやや急に上昇するもの，従って，右方に偏した，や

や大きな単峰を形成する。

 W型：罹患者率が中年まで極めて低率に移行し，初老

期に至り上昇するもの，従って，右方に偏した小単峰：を

／㌦綴・餓鵜㌶翫8ト騙勝講

  現在歯率曲線

形成する。

 以上の7型を模型的に図示すれば，図9に示す通りで

ある。

 これらの7型は代表的な形であって，勿論この移行

型，亜型の存在することは当然で，同じll型でも，左峰

の大きいもの，右回の大きいもの，さらに，これらと1

型，VI型との移行型などが考えられるが，最も近似した

ものを選んで分類して表示すると，表13に示す通りで

ある。

         VI考   察
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第一一’小臼歯の罹患者率 未処置者率 現在歯率曲線

 鶴蝕巌の年令的消長に対する統計的な研究は，緒言に

て述べアこように，同一の患者について長年月の間，観察

して行く方法5）11）15）5）と，各年代にわたる大数例の患

者にっき，驕蝕歯の実態を詳細に記録し，これに種々検

討を加えて結論を得る5）25）1Q）Z415）22）19方法とがあ

り，私は後者の方法により研究を行なった。従来の諸家

の研究も，この2方法の何れかによったものであるが，

前者の方法では数年以上の観察を行うことが極めて困難

であり，また，後者の方法では，学童，軍入，産業人等

の特定の集団が選ばれることが多かったために年令が限

定され，若年から老年に至る全過程の観察を行なうこと

が不可能であった。さらに，各歯種についての追求を行

なうことは一層困難と考えられるが，この解明を行い得

たならば，目腔衛生の立場のみならず，臨床的にも寄与

する所が大きいと信ずる。

 1。罹患者率曲線の乳型と現在歯率の消長との関係

 各歯牙の罹患三六の消長については，高桑17）が述べて

いるように脱落歯を全く考慮に入れなかったならば，0

％から100％に奎る正規型の累積度数曲線を考えること

ができるが，現実には，歯牙脱落による現在歯の減少が

一1751一
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図5 第二小臼歯の躍患者率 未処置者率 現在歯率曲線

罹患者率の低下に大きな圧力を加えていることは事実

で，この結果として，さきに分類したような7型の変化

が現われるものと考えられる。1型のように，若年期に

高罹患者率を示し，現在歯率の低下に伴なって急低下す

るものは，若年期の急激な駆蝕発生と，壮年期における

急激な脱落を意味するものと老えられる。従って，男性

一6⑥姓創翫な・は若鱗・おける早期en治

療が必要であり，さらに一歩前進して萌出直後におけ

る強力な予防処置が望まれる。H型のように，罹患者

率の中年期降下，．ついで中年後期，粒老期における上

昇を見るようなものは，申年期における隔蝕歯の脱落

と，ついで歯牙脱落を上回る急速な騙蝕歯の増加が考

輝1擢勲購撮舗急騨
中年期の鶴蝕増加期における保存処置に一層重点をわく

べきであると考えられる。皿型のように，一一一・定の躍患者

率を，ある程度の高さに維持して経過するようなもの

は，現在歯率の低下，すなわち歯牙の脱落に見合うだけ

常に驕蝕歯が増加しているものと思われる。従って，女

性52i45などは，若年期から老年期に至る全期間を

一1762一
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図6 第一大臼歯の罹患者率 来処置者率 現在歯率曲線

通じて常に保存処置に留意しなければならない。IV型，

V型のように，現在歯率の急速な低下が見られるにもか

かわらず，終始，罹患者率が低率に移行するものは，歯

牙脱落の主因が齢蝕にあるのではなく，別に存するもの

・老獅・湧鴫鴨，姓器…㍉・れ
に属するもので，臨床的にも智歯周囲炎を主体とする歯

周組織疾患が多いことから見ても肯定できるものであ

る。V型，．血型は羅患者率の消長が，ほぼ現在歯率の消

長と逆行する状態を示しており，歯牙脱落の主因を一概

に決定することが難しく．思われるが，中年期に至るま

での緩慢な現在歯率の低可に対して，鶴蝕歯の発生状

態もややこれを上回る程度に緩慢に増加するものと老え

られるが，老年期に入ってからの急激な歯牙脱落の増

加と騙蝕歯の増加は，ある程度の因果関係を持つもので

はないか．と想像される。しかし，この型に属する女性

432r…∬執駐孤1、酉は臨購こ歯醐
織疾患の極めて多く見られる歯牙であり，速断すること

は許されぬが，従来老えていたよりも鶴蝕の影響が多い

のではないかと考える。このことは他の各型の場合にも

大なり小なりいいうることであるが，Brekhus 2），弘田

一1758一一
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図7 第二大臼歯の羅患者率未処置者率 現在歯率曲線

ら4，，和田2D）， Allen 1）， Krogh 6）らが抜去歯牙の統計

的研究であげている病因と対比すると，極めて興味深

く，著者の成績を裏づけて共感を覚える所が多い。

 2．未処置者率の消長について

 未処置者率の消長についても，歯牙の脱落と保存処竃

を考慮に人れぬならば，0％から100％に至る正規型の

累積度数曲線を謡えることができるが，現実1こは保存処

置，抜歯，自然脱落，外傷による脱臼等があるため，そ

の変化は極めて複雑となり，その消長を簡単に云々する

ことは不可能である。しかし，その消長を観察すること

により，各歯牙の治療状態の概酪を察知することは充分

に可能であり，臨床上の参老に供しうるものと考える。

成績を全般的に観察すると，壮年期，中年期の治療が比

較的よく行なわれているのに比して，若年期と老年期の

治療状態は不良であり，とくに老年期には全く治療をし

ないで放置されているのが現状である。これは羅患歯率

と未処置歯率の分布からもいえることで，最高罹患歯

率，最：高未処置歯率が現在歯率の低い老年期に偏するの

は当然のこととしても，この両者の値が，かくも接近

し，あるいは同率となることが多いのは，治療状態の不

一170”4，一
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図8 智歯の躍患者率 未処置者率 現在歯率曲線

良であることを物語る証左といえよう。若年者の編蝕に

対する予防と早期治療を重視するあまり，ともすればこ

うした老人の翻蝕の実態が忘れられようとする傾向｝こ対

して，あらためて再考する余地があるのではないかと考

える。

 3．罹患者率の消長と性別との関係

 三唱と性別との関係については，従来の報告5）19） 17）

では，女性の方が罹患率が高いのが定説のようである

が，これらは何れも特定集団の平均値について述べてい

るものが多く，広い年令層，各歯種とについては考慮が

払われていない。私は前に述べた罹患者率曲線の7型に

より，性別的比較を行なったところ，男性でW型のもの

は女性ではVI型，男性でn型のものの％は女性では1型

と二型に入っており，全体的に見ても，女性の方が罹患

者率は高く，かつ，：若い問から早く上昇しており，僅か

に例外的な感じがするのは智歯のみであった。しかし，

治療状態は全般的に女性の方が良好であった。

 4．左右側同名歯の罹患者率消長の比較

 従来の報告15）25）22）では左右側の闇にはあまり差が

ないというのが定説のようで，研究方法も左右同名旗を

一1755一
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混合して一二に扱っているものが多い。私は罹患者率曲

線の概形から両者を比較したところ，男性78，女性

高台左右・敏・なかつ隙他の一9”・・ての断は

近似した形をとっている。

 5， 上下顎同名歯の罹患老率消艮の比較

女難灘論難謙雄全
く異なった形をとるが，罹患者率の全般的な高低で比較

すると，前歯部では上顎が高く，小頭部では同程度，大

臼歯部では下顎が高く（智歯は例外），島15），矢野ら26），

山田22），高桑1了，らの成績と一致する。きらに，これは

諸16）12）7）8）21）家の歯牙欠損に関する報告とも一致し

興味深く感ずる。

         釈 結   論

 ① 本研究は束：京都内の一般診療所世数ヵ所を選び，

昭和25年より33年に至る外来患者（11～80才）中より，

各性別，暦年令矧こ30名ずつを無差別に抽出して得た

4200名を資料としたものである。

 各歯牙の罹患者率曲線は，表13，図9に示すような7

型に分類して検討したが，予防口腔衛生，保存治療の」．＝

に参考になる点が多いと考えられる。

 ② 同名歯の罹患者率の検討により男女間に有意の差

を認める。すなわち，女性の方が全体的に騙蝕に罹患す

る頻度が高く，かっ，若年の聞から侵され易い。左右側

の間では，一部の例外を除いて，大部分｝t大きな差を認

めない。上下顎の間では，罹患料率曲線の型の全く異な

るものと近似するものがあるが，罹患者率の高低から見

ると，前歯部では上顎が高く，小臼函では不同，大臼歯

では下顎が高い。

 ⑧ 治療状態は全般的に見ると，壮年期，中年期には

比較的良好であるが，若年期と老年期が不良で，とくに

老年期において極めて不良である。女性は全般的に男性

より治療がよく実施されている。

 欄撫するにあたり，終姶，懇切なる御指導ならびに御

校閲の労を賜った東京：女子医科大学口腔外科学教室村瀬

正雄i教授に深甚なる謝意を捧げます。また，統計的処理

にあたり，種々，御教示，御助言を戴いた同学衛生学教

室吉岡博人教授，諸岡助教授に深謝致します。なお，と

くに御援助を戴いた同学口腔外科学教窒河合講師ならび

に教室員御一同の厚意に対し，感謝の意を表します。
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